


 

   ２ よつ葉だより                                           2025 年 3月 10日＜NO.827＞ 

 

（1 ページからのつづき） 

自然災害、事故は年数の経過とともに、過去のこととして忘れ

去られることが多くなります。当事者は決して過去のことではな

く常に、今のことだと思います。当事者だけでなく、そのことを

「我が事」として支援を続けたり、思い考え続けていることはや

はり今のことなのではないでしょうか。それがよつ葉生協、組合

員が今も続けている震災・放射能基金です。毎週 100円、隔週、1

ヶ月に 1 回、それぞれの支援が実を結んでいます。年金生活の方

もおります。近くで声をかけることはできませんが、遠くでも見

守っている人がいることを、この募金を通してお届けできていま

す。 

 災害に遭ったあとは立ち上がることはできても、多額の再建費

用の貸付を受け、何年も経過して影響が出ることも多く、東北の

水産業でも倒産しています。福島では放射能で避難し、何年後か

に戻ってきてもその空白時間を埋めることができず、「放射能事故

さえなければ」の思いが一層強くなり、病気の人は悪化し、生き

る希望を見つけることができない高齢者が多いと聞いています。

福島第一原発の事故収束作業は、トリチウム水の海洋放出は 8 万

トン弱になり、一方では主にトリチウムが残る処理水は 128 万ト

ンあるといわれ、まだまだたまるばかりです。使用済み核燃料の

取り出しは 1号機、2号機に合わせて 1000体が残っていると言わ

れています。 

  

 

溶け落ちた核燃料（デブリ）は高線量のため取り出せないのが

現状です。現場で働いている人の被曝が大きい問題です。 

事故で多くの人の健康被害や亡くなった人を出し、収束させる

ために多くの人を被ばく危険にさらしてしまう原発の事故は、廃

炉にしても残る作業です。それでも一方で、すぐそばの女川原発

の稼働は「原発は CO2 を出さない安全な電源」と言えるでしょう

か。よつ葉生協の「いのちと健康 くらしを守る」ことと程遠い

現実ですが、人間がつくったものは最後まで人が責任を負わなけ

ればならない中で、子どもの未来へ責任を残すわけにはいかない

ことは誰もが思っています。 

 震災・放射能事故を過去のものにしないこと、現実を見ること

が最低限の責任を感じることではないでしょうか。 

 

〇2025 年 2 月 18 日に第 7 次エネルギー基本計画が閣議決定され

ました。3年に一度見直ししています。2011.3.11の原発事故を受

けて、「原発依存度を可能な限り低減する」の文言が削られました。

2050年までの温室効果ガス排出ゼロに向けて、脱炭素を表に出し

て、「クリーンな原発」に回帰しています。 

 再稼働、原発敷地内での建て替えも容認しています。安定して

CO2 を排出しないクリーンな原発はあり得るでしょうか。原発事

故はチェルノヴリでも福島でもこれから何世代にもわたって危険

な後始末を引き継ぐことになります。  

（顧問 冨居） 

 

那須希望の砦では食品の放射能測定を無料で行っています。測定員の負担軽減のため、  

予約をお願いしております。予約電話は 080-3411-5881まで。 

測定を行っているのは、月水金の午前 10時から 12時までです。 

冬期間は例年測定依頼が少ないので、12月半ばから３月半ばまでお休みにしています。 

 

〇計測器は ATOMTEX社製AT1320A、2011年から使用しています。 

〇検体は穀物ならそのままで測定できますが、タケノコのようなものは１cm角程度に細 

断して持参下さい。 

〇計測所の所在地は、「那須町高久丙５１０３－３」  

りんどう湖入口から３～４００M南南東、桃井牧場脇信号交差点 

を東北東に約１km先。JAS認定の野菜農家「スノ・ハウス」の 

敷地に設置したトレーラーハウス内で行っています。 

那須希望の砦共同代表 谷山 實 

 

食品の放射能測定のご案内 

 

藤村さんは、那須町で「非電化工房」を営み、「自立力」

と「共生力」を磨く工房の仲間とうみだした知恵を提唱し

ています。 

地球温暖化、エネルギーの問題、地球環境の破壊など 

待ったなしの課題に対して、私たちは何を変えて何を取 

り入れていくのか。明るく楽しく豊かに究極の実践を紹介する両書は、読む人にも前向きな

エネルギーと気づきをもたらしてくれます。            （理事 三輪） 

 

No.1275 『自立力を磨く お金と組織に依存しないで豊かに生きる』（而立書房、2020年） 

No.1317 『地球の冷やし方 ぼくたちに愉しくできること』（晶文社、2023年） 

 

よつ葉文庫 
 

那須希望の砦初代代表の 

藤村靖之さんの本を 

紹介します。 
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国際プラスチック条約合意は 2025年に持ち越しに 

ここ数年、マイクロプラスチックの問題があちこちで見聞きさ

れるようになり、よつ葉だよりで問題点をお知らせしています。 

プラスチックの生産～廃棄の工程に対し、法的拘束力をもつ国

際的な取り決めが国際プラスチック条約です。 

これは日本のみならず国境を越えた世界レベルでの問題であ

り、2022年に開催された国連環境総会での決議「プラスチック汚

染を終わらせる：法的拘束力のある国際約束に向けて」を皮切り

に、５回の予定で政府間交渉委員会（INC：）が開催され、2024年

末の条約策定を目標にしていました。 

しかし、2024 年 11 月の第５回韓国釜山での交渉で産油国の反

発などにより 2025年に持ち越しとなりました。 

 

そもそもなぜプラスチック製品が問題視されているのでしょう

か。 

マイクロプラスチックとは大きさ 5 ㎜以下の微細なプラスチッ

クのことを指しますが、この小さな小さな塊が人間の生活圏から

海洋や大気へ流出し、環境や人体に悪影響を与えることがわかっ

てきたからです。 

特に海洋ゴミの問題は最も深刻なプラスチック問題とも言え、

毎年約 1,100 万トンものプラスチックが海に流れ出ており、近い

将来には海のプラスチック総重量が魚の総重量を超えてしまうと

いう予測も出ているほどです。 

その影響はプラスチックの種類にもよりますが、生殖毒性・発

がん性・内分泌かく乱作用・知的障害など、羅列すればするほど

恐ろしくなる影響です。 

 

戦後、その利便性により急速にプラスチックが普及していきま

したが、その流れの先に現在のマイクロプラスチックの問題が出

てきました。 

まだまだプラスチックが生活に浸透する前の昭和初期の生活を

想像してみてください。家の中にあるものは木や紙、金属で想像

されるのではないでしょうか。その使用量はこの 50 年間で 20 倍

に急増しています。 

 

しかしプラスチックは、現代ではなくてはならないものになっ

ているのも事実です。 

家の中を見回してみるだけでも、衣類、スマホやパソコン、シ

ャープペンシル、水筒、エアコン、カーテン、クッションフロ

ア、マットレス・・・挙げればきりがないというくらい、ほとん

どの物に使われていると言えるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの使用量を減らすことでも、マイクロプラスチック問題

の改善につなげることができます。 

生活用品を買い替える時は一度立ち止まり、本当に必要か、プ

ラスチック製品以外に置き換えることができないか、考えて購入

するだけでも削減につながります。 

ゴミは自治体のルールに沿って分別して捨てる、ポイ捨てはし

ない、使い捨てを減らす、そんな身近な行動から改善することも

重要です。 

また国内でも少しずつリサイクルが進んではいますが、再生プ

ラスチックはヴァージン・プラスチックより高濃度の有害物質を

含むことがわかっています。 

 

冒頭で触れた韓国の釜山で開かれた政府間交渉では、プラスチ

ックの生産規制について EUなど 100以上の国が賛同しましたが、

プラスチック排出量世界第 2位（2022年）の日本は賛同しません

でした。その理由は、「多くの国が条約に参加できるように、一律

の生産削減には賛同しない」という曖昧なものです。 

EUでは既に、2021年から「使い捨てプラスチック指令」という

法律の下に、特定のプラスチック製品の販売禁止や消費の抑制に

動いています。この EUとの大きな隔たりに焦りさえ感じます。 

 

なお、昨年末の条約策定に先立ち、国内では子どもケミネット

（有害化学物質から子どもを守るネットワーク）主催で実効性の

ある条約の策定を国に求める署名活動が展開され、6万 7180筆も

の署名が集まったそうです。条約合意が 2025年に持ち越しになっ

たことを受け、署名活動も延長されています。 

QRコードからオンライン署名ができますので、賛同される方は

ぜひご協力ください。 

 

「国際条約」と聞くと規模が大きすぎ 

てピンとこないかもしれませんが、その 

1歩目は私たちの生活そのものです。 

国際的に動く未来を待つだけでなく、 

私たちがほんの少しでも意識した行動を 

とることで状況が上向きになることを 

願って止みません。 

（理事 篠原） 

 

P4 で栃木県生協連主催「プラスチック学習会」を 

ご案内しています 




